
Ｄ
Ｘ
は
病
院
の
変
化
に 

必
要
不
可
欠

社
会
医
療
法
人
財
団
慈
泉
会
相
澤
病

院
は
、
２
０
２
１
年
に
Ｄ
Ｘ
推
進
室
を

設
置
。「
各
事
業
体
で
抱
え
る
課
題
を

基
点
と
し
た
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
働

き
方
の
変
革
を
推
進
し
、
生
産
性
の
向

上
を
実
現
す
る
」「
患
者
、
利
用
者
と

病
院
を
繋
ぐ
次
世
代
型
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
医
療

を
指
向
し
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
」

を
部
署
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
。

昨
今
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制
は
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
少
子
高

齢
化
に
よ
る
医
療
需
要
の
増
加
、医
師
・

看
護
師
な
ど
医
療
の
担
い
手
不
足
、
医

療
材
料
・
光
熱
費
等
の
高
騰
な
ど
、
地

域
の
医
療
提
供
体
制
の
持
続
可
能
性
は

か
な
り
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
経
営
戦
略

部
の
西
村
直
樹
Ｄ
Ｘ
推
進
室
室
長
は

「
地
域
に
必
要
な
医
療
・
介
護
体
制
を

維
持
す
る
た
め
、
未
来
を
見
据
え
、
常

に
変
化
し
続
け
る
病
院
で
あ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
、
従
来
業
務
を
抜
本

的
に
見
直
し
、
仕
組
み
を
最
適
化
し
て

課
題
に
対
応
す
る
取
り
組
み
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
れ
の
実
現
の
た
め
、
Ｄ
Ｘ

は
必
要
不
可
欠
な
手
段
で
す
」
と
語
る
。

相
澤
病
院
の
Ｄ
Ｘ
の
進
め
方
は
、
①

課
題
の
把
握
②
優
先
順
位
の
策
定
③
導

入
す
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
選
択
④
環

境
構
築
と
運
用
策
定
⑤
運
用
開
始
と
運

用
の
見
直
し
―
と
な
る
。
あ
く
ま
で
課

題
を
起
点
に
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、
働
き
方
改
革
の
促
進
と
労
働
生
産

性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
西
村
室
長
は
、「
現
状
行
っ
て
い
る
ア

ナ
ロ
グ
的
な
業
務
を
変
革
・
改
善
し
、

そ
の
上
で
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を

用
意
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
語
る
。
既

存
業
務
の
見
直
し
が
不
十
分
だ
と
、
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
も
費
用
負
担
が
増

え
、
業
務
負
担
は
変
わ
ら
な
い
と
い
っ

た
結
果
に
陥
り
や
す
い
か
ら
だ
。
併
せ

て
、
既
存
業
務
を
見
直
し
、
標
準
化
を

進
め
、
無
駄
な
作
業
や
工
程
を
排
除
す

る
「
引
き
算
の
改
善
」
も
Ｄ
Ｘ
推
進
室

と
し
て
重
要
視
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
ト
ッ

プ
の
決
断
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
現

場
主
体
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
両
方
が
あ

る
が
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
方
法
と
し
て

は
、
３
カ
月
に
１
度
、
部
署
長
が
作
成

す
る
運
営
報
告
か
ら
Ｄ
Ｘ
推
進
室
に
関

わ
る
課
題
を
抽
出
し
、
対
策
を
講
じ

る
―
を
行
っ
て
い
る
。

約
８
５
０
台
の
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を 

導
入
し
不
感
知
対
策
を
実
施

相
澤
病
院
が
導
入
し
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
等
は
多
数
あ
る
が
、
代
表
的
な

も
の
と
し
て
、
従
来
の
Ｐ
Ｈ
Ｓ
に
代
わ

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
導
入
が
挙
げ
ら

れ
る
。
法
人
全
体
で
約
８
５
０
台
の
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
を
導
入
し
、
通
話
機
能
、

電
子
カ
ル
テ
と
の
連
携
、
チ
ャ
ッ
ト
機

能
、
業
務
効
率
化
ア
プ
リ
の
利
活
用

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
活
用
し
て

い
る
。

し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
導
入

に
際
し
て
は
、
病
院
の
電
波
改
善
が
最

社会医療法人財団慈泉会相澤病院（長野県松本市、相澤孝夫最高経営責任者）は、人口43万人の松本
保健医療圏（3市5村）に位置する。456床。2021年にDX推進室を設置。課題を起点にDXと生成AI
を活用した働き方改革と生産性の向上に取り組み、新たな価値の創造を進めている。

ＤＸ・生成ＡＩで病院経営に新たな価値を
生成ＡＩは現場での活用が前提になる

社会医療法人財団慈泉会相澤病院

西村直樹DX推進室室長
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